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本部長：１名　敬称略

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 県関係 南里　隆 佐賀県副知事  

副本部長：３名　敬称略

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 宮原　耕史 ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局　局長

2 落合　裕二 佐賀県教育委員会　教育長

3 体育・スポーツ関係 川内野　修 （公財）佐賀県スポーツ協会 常務理事

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 体育・スポーツ関係 江副　元喜 （公財）佐賀県スポーツ協会　監事

2 県関係 元村　直実 佐賀県会計管理者

委員：１５名　敬称略

Ｎｏ 区分 氏名 所属機関・団体役職名　等

1 県議会関係 弘川　貴紀 佐賀県議会地域交流・県土整備常任委員会　委員

2 江里口　秀次 佐賀県市長会　会長

3 田島　健一 佐賀県町村会　会長

4 陣内　芳博 佐賀県商工会議所連合会　会長

5 峰　英太郎 佐賀県商工会連合会　会長

6 戸上　信一 佐賀県経営者協会　会長

7 牛島　徹 佐賀県高等学校体育連盟　会長

8 島　一満 佐賀県中学校体育連盟　会長

9 牟田　尚敏 佐賀県小学校校長会　会長

10 学識経験者 坂元　康成 佐賀大学　教授

11 森田　久代 ロサンゼルスオリンピック日本選手団　選手

12 龍　富貴夫 （公財）佐賀県スポーツ協会競技力向上委員会　委員長

13 末次　康裕 （一社）佐賀県パラスポーツ協会　会長

14 土井　志穂 佐賀県障がい者スポーツ指導者協議会　会長

15 県関係 久保山　善生 佐賀県健康福祉部　部長

体育・スポーツ関係

パラスポーツ関係

佐賀県競技力向上推進本部 役員・委員名簿

県関係

監事：２名　敬称略

市町関係

産業・経済関係

学校関係

報告事項
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　 事務局費 563 563

計 604,158 △ 132,806 471,352

指
導

者
養
成 指導者養成事業 1,520 1,520

環
境

整
備 障害者スポーツ環境整備事業 830 830

広報活動事業 4,614 4,614

3,011 3,011

団体競技チーム競技力向上事業 2,504 2,504

　 事務局費 4,115 △ 613 3,502

全国障害者
スポーツ大会

18,289 18,289

事業費

17,726 17,726

選
手
育
成

選手発掘事業 1,544 1,544

競技活動支援事業

選手育成事業 3,703 3,703

ト

レ
ー

ナ
ー

等

養

 

成
スタッフ育成事業 2,642 △ 1,160 1,482

環
境

整
備 競技用具等購入事業 71,404 △ 30,307 41,097

指
導
者
養
成

指導者招聘事業 22,215 △ 2,102 20,113

指導者研修事業 8,927 △ 4,701 4,226

強化指定コーチ・トップコーチ認定事業

強化拠点地域活動支援事業 14,100 △ 600 13,500

20 20

スポーツアドバイザー配置事業 3,501 2 3,503

6,555 △ 2,589 3,966

ジュニア・アスリート支援事業 60,000 △ 13,500 46,500
選
手
強
化

選手育成事業 342,307 △ 74,914 267,393

強化企業チーム活動支援事業 4,000 4,000

佐賀県中学校体育連盟支援事業 5,000 5,000

強化拠点校活動支援事業 37,283 △ 2,022 35,261

大科目 小科目 事業名 現計予算額 補正額 補正後予算額

運動部活動等設立支援事業 3,800 △ 300 3,500

国民体育大会

585,869 △ 132,806 453,063

事業費

581,754 △ 132,193 449,561

強化指定選手認定事業

雑収入 2 0 2 利息収入等

２　支　出 （単位：千円）

繰越金 95,403 0 95,403 Ｒ３繰越金

計 604,158 △ 132,806 471,352

専決事項（令和４年度補正収支予算）
１　収　入 （単位：千円）

科　目 現計予算額 補正額 補正後予算額 備　考

負担金 508,753 △ 132,806 375,947 佐賀県負担金

報告事項（２）
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年度 月・日 内　　　　容

6月7日 「第１５回障害者スポーツ普及委員会」を開催

6月30日 佐賀県競技力向上推進本部「第１５回本部会議」を開催

8月18日 佐賀県強化拠点校等設置検討専門委員会「第１５回専門委員会」を開催

10月28日 「第１８回国スポ選手強化対策委員会」を開催

12月8日 「第１６回パラスポーツ普及委員会」を開催

1月27日 佐賀県強化拠点校等設置検討専門委員会「第１６回専門委員会」を開催

2月6日 「第１９回国スポ選手強化対策委員会」を開催

3月22日 佐賀県競技力向上推進本部「第１６回本部会議」を開催

佐賀県競技力向上推進本部　　会議等の開催状況

R４

報告事項（３）
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報告事項（４） 

第１８回(R4.10.28) 国スポ選手強化対策委員会 概要 

○報告事項 

（１）佐賀県競技力向上推進本部第１５回本部会議について 

→ 質問・意見なし 
 

（２）第１５回佐賀県強化拠点校等設置検討専門委員会について 

・拠点校の希望調査票の様式（学校長名記入）について 

今後検討する旨、事務局より回答 

 

（３）令和４年度事業実施状況について 

・今後強化拠点地域の追加について 

６年度までは考えていない旨、事務局から回答 

 

・トップコーチの選定基準について 

トップコーチについては、競技団体から強化指定コーチとして推薦した中から、過去７年以内に、全国中学校体育大

会、インターハイ、春の選抜大会等、国民体育大会でベスト８以上の成績を収めた指導者を認定している旨、事務局

より回答 

 

・強化費の使い方について、柔軟な対応について要望あり 

その都度必要に応じて協議を行う旨、事務局より回答 

 

・競技用具購入の執行率が下がった理由について 

一番要望があると予想される競技用具購入の費目に繰越金をいれているため、突発的な購入がなければ予算が残

ることになり、補正予算で県に返し、使途に応じて予算を決め直し、本部で執行している旨、事務局より回答 

 

（４）全国高校総体・全国中学校体育大会等結果について 

→ 質問・意見なし 
 

（５）第４２回九州ブロック大会の結果について 

→ 質問・意見なし 
 

（６）第７７回国民体育大会の結果について 

・雇用選手の進捗状況について 

現在、６０数名の雇用をしている。令和６年度までには、１２０名から１３０名必要になる。雇用で遅れている競技団体

に関しては、急いで対応をしている。成年種別で１，６００点以上を狙っている旨、事務局より回答 

 

・国スポ後のメンター選手の就職支援について 

国スポ後も佐賀に残っていただきたいということで就職先を紹介していく旨、事務局より回答 
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第１９回(R5.2.6) 国スポ選手強化対策委員会 概要 

〇協議事項 

（１）令和５年度佐賀県強化拠点校の設置（案）について 

・強化拠点校以外に進学し競技をしている強化指定選手に対する支援について 

現段階では新たな個人支援を行う予定はない旨、事務局より回答 

 

（２）令和５年度佐賀県強化拠点地域の設置（案）について 

→質問・意見なし。 

 

（３）佐賀県強化指定コーチ・トップコーチの追加認定（案）について 

・強化指定コーチの人数の表記について 

佐賀県強化指定コーチ・トップコーチ認定事業実施要領では、強化指定コーチの中から推進本部が選手強化全

般を統括する立場である者を選定し、トップコーチとして認定することとなっている。トップコーチに認定さ

れた時点で、強化指定コーチとは別の立場となるため、強化指定コーチの一覧表の中には、トップコーチの人

数は含まず記載している旨、事務局より回答 

 

 

・バレーボール競技の６人制とビーチバレー強化指定コーチの内訳について 

令和４年度は、６人制が６名、ビーチバレーが１名。令和５年度は、６人制が６名、ビーチバレーが２名となっている旨、

事務局より回答 

 

（４）令和５年度事業計画（案）について 

・運動部活動等設立支援事業の見直しについて 

新たな設立は考えていないが、設立した部活動に対して引き続き支援を行っていく旨、事務局より回答 

 

・トレーナーに特化した事業の新設について 

トレーナーの帯同費については選手育成費から必要に応じて計画すれば検討していきたい旨、事務局より回答 

 

〇報告事項 

（１）特別国民体育大会冬季大会について 

→  意見・質問なし 

 

（２）ＳＡＧＡ２０２４における天皇杯獲得のための戦略分析について 

・少年種別の課題について 

未普及競技の選手を獲得するために競技団体と連携し色々な動きをしている。今後も強化に向けて委員からのご助

言をいただきたい旨、事務局より回答 

 

・現在の各競技団体の位置と強化の進捗状況について 

各競技担当者で佐賀県、東京都、強豪県、先催県を視察・分析し、資料に課題等をまとめて検討している旨、事務局よ

り回答 

 

・東京都と開催県の分析について 

東京都だけでなく、強豪県、先催県を分析し比較行い、競技団体ヒアリングの中で共有を行っている旨、事務局より回答 

 

・現場に多く足を運び激励をしてもらいたい要望あり 

 

〇その他 

・国体選手の選手選考の説明責任について 

佐賀県スポーツ協会を通じて、適切な選手選考が行われるよう指導していきたい旨、事務局より回答 
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第 15 回(R4.6.7)障害者スポーツ普及委員会 概要 

   

○協議事項 

   （１）第２３回全国障害者スポーツ大会障害者スポーツ普及基本計画の改訂（案） 

についての意見 

・選手の育成状況について 
 個人競技では出場枠がかなり増えるが、出場区分が、障がいや年齢などで細

かく分かれている競技もあり、特に身体に障がいのある選手が不足している。

これまで機会がなかった方もスポーツを始められるよう取り組んでほしいと

の意見に対し、重度障がいの方でも挑戦できる種目もあり、引き続き積極的

に周知していく旨、事務局から回答。 
 
・障害者スポーツをパラスポーツと表記変更することに対して 
特段の意見なし。 

  
   （２）「障害者スポーツ普及委員会」名称変更及び開催時期の変更について 

特段の意見なし。 
 
 

第 16 回（R4.12.8）パラスポーツ普及委員会 概要 

   ※第 15 回競技力向上推進本部会議において、委員会名称を改正する案が承

認されたため、第 16 回から「パラスポーツ普及委員会」として開催 

 

○協議事項 

   （１）令和５年度事業計画（案）についての意見 

・協議の中で、ＳＡＧＡ２０２４のことばかりになっており、その後のことが何

も見えてこないように思うという意見に対し、県としては６月に改訂した「パ

ラスポーツ普及基本計画」において、ＳＳＰ構想に基づく理念を改めて追記

し、大会後を見据えてスポーツ活動を継続できる環境づくりに取り組んでい

く旨、事務局から回答。 

報告事項（５） 
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SAGA2024 育成指定選手認定証の交付について 

 
１．目 的 

令和６年に開催する「SAGA2024」に向け、主力となる選手を育成し、「オール佐賀」としての意識の高
揚を図り、「SAGA2024」で活躍する意識を高めるため、「SAGA2024」への出場が見込まれる選手を「育
成指定選手」として認定する。 

 
２．育成指定選手の認定基準 

各競技団体等からの推薦を受け、「SAGA2024」への出場を目指し、「SAGA2024」において主力として
の活躍が見込まれる選手で、「育成指定選手」として県全体が一つとなって競技力を高めていくための活動を
継続する意思のある選手。 

 
３．育成指定選手の指定期間 
   当該年度の交付の日から翌年度該当者への交付日の前日までとする。 

なお、認定最終年度の令和 5 年度においては、「SAGA2024」閉会日までとする。 
 
４．育成指定選手認定証の交付 

 育成指定選手に認定したものに対し、知事から認定証を交付する。 
 
 ■令和４年度ＳＡＧＡ２０２４育成指定選手認定証交付式   
    主 催 ︓佐賀県競技力向上推進本部 
    日 時 ︓ 令和４年１１月２７日（日）１５︓００〜１６︓００ 

場 所 ︓ＳＡＧＡサンライズパークＳＡＧＡプラザ（総合体育館）大競技場 
内 容 ︓ 
 ＜交付式前＞ 
  ●第 22 回全国障害者スポーツ大会 
   「いちご一会とちぎ大会」佐賀県選手団結果報告 
＜交付式次第＞ 

  ①競技デモンストレーション（卓球（サウンドテーブルテニス）） 
牧野愛菜選手、松本悠生選手、金丸監督、尾形コーチ 

  ②知事からの激励のことば 
  ③認定者紹介   個人競技 151 名、団体競技 121 名 計 272 名認定 
  ④認定証授与   個人競技代表 山本駿太選手（卓球） 
              団体競技代表 野口稜介選手（バレーボール（身体）） 
  ⑤選手代表決意のことば  代表 本村 碧選手（水泳） 

     

報告事項（７） 
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審議事項 
 

 

第１号議案 令和５年度事業計画（案）について・・・・・・・・・・P 10 ～ P 12 

 

 
第２号議案 令和５年度収支予算（案）について・・・・・・・・・・P 13 

 

第３号議案 令和５年度佐賀県強化拠点校の設置（案）について・・・P 14 ～ P 18 

 

第４号議案 令和５年度佐賀県強化拠点地域の設置（案）について・・P 19 

 

第５号議案 令和５年度佐賀県強化企業チームの設置（案）について・P 20 

 

第６号議案 佐賀県強化指定コーチ・トップコーチの 

      追加認定（案）について・・・・・・・・・・・・・・・P 21 ～ P 23 
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本部会議の開催
競技力向上に係る基本的・総合的な事項の審議・決
定を行う。

第１５回　６月３０日（木）開催
第１６回　３月２２日（水）開催

６月・３月

国スポ選手強化対策委員会
の開催

競技力向上に関する調査・決定を行う。
第１８回　１０月２８日（金）開催
第１９回　　２月６日（月）開催

１０月・２月

令和５年度事業計画（案）について

１．国民体育大会・国民スポーツ大会

（１）会議等の開催

取　組 R ５　取組内容 R ４　実施状況 実施時期

専門委員会の開催 国スポの競技力向上に関する事業方法を協議する。
第１５回　８月１８日（木）開催
第１６回　１月２７日（金）開催

８月・１月

（２）佐賀国スポ選手強化事業

取　組 R ５　取組内容 R ４　実施状況 実施時期

SEAS支援対象選手及び
強化指定選手・ネクスト選手認
定事業

全国レベルや世界レベルで活躍する可能性のある選
手をSEASの支援対象選手とし、かつ主力となり得る
選手については強化指定選手として認定するなど、
「オール佐賀」としての意識の高揚を図るため、「認定
証交付式」を実施する。

・認定証交付式は、各競技団体代表者
選手の出席で開催。
１１３３名の指定選手に認定証と認定T
シャツを配布。
・五郎丸歩氏による特別講演。

７月

ジュニア・アスリート支援事業

国民体育大会（鹿児島大会）の開催延期を受け、２０
２３年の国民体育大会、２０２４年の国民スポーツ大
会を目指す選手に強化支援（活動支援金の交付）を
実施することにより、選手の競技活動の充実及び本
県の両大会での躍進を図る。

・２０２３年の国民体育大会、SAGA２０２
４国スポを目指す少年種別選手に対し、
活動支援金を交付。

４月～３月

選手育成事業
各競技団体が、国スポをはじめとする最高峰の大会
において入賞者を輩出するために実施する強化練習
等に要する経費に対し、補助を行う。

・各競技団体における競技力向上事業を
実施。

４月～３月

運動部活動等設立支援事業
運動部活動等の設立に要する経費に対して補助し、
練習環境を整備することで、少年選手の確保や育
成、強化を図る。

・令和４年度については、設立部は無し。
活動支援費のみ補助。

必要に応じて

強化企業チーム支援事業

国体・国スポの正式競技に取り組んでいる企業チー
ムのうち、主体的に活動する企業チームを指定し、そ
の強化活動を支援することで、成年選手のレベルアッ
プを図る。

・６企業チームに活動支援費を交付。
（競技：バレーボール、ハンドボール、ソ
フトボール、バスケットボール、軟式野
球）

４月～３月

佐賀県中学校体育連盟
支援事業

佐賀国スポに向けた選手強化について中学生の育
成が重要であることから、県中体連専門部が実施す
る強化練習会や遠征等に要する経費を補助する。

・中体連専門部に補助金を交付。中体連
専門部において、普及・育成・強化及び
指導者の資質向上事業を実施。

４月～３月

強化拠点校支援事業

国スポにおける総合成績を高めていくためには、少
年種別の競技力向上が不可欠であるため、現状又は
将来性を分析した各競技団体の推薦に基づき、強化
の拠点となる高校及び中学校を指定し、その強化活
動を支援することで、少年種別のレベルアップを図
る。

・指定校運動部に活動支援費を交付。
【高等学校】
・指定校　３２校１００運動部（３２競技）
【中学校】
・指定校　　９校１６運動部（５競技）

４月～３月

強化拠点地域支援事業

中学校に運動部活動がない競技（種目）で、クラブ
チームを有する地域のうち、その競技が地域に根付
き強化の拠点となっている地域（クラブチーム）を指定
し、その強化活動を支援することで、ジュニア層のレ
ベルアップを図る。

・２８地域（クラブ）に活動支援費を交付。
（競技：水泳、セーリング、サッカー、ホッケー、
バレーボール、体操、レスリング、ウエイトリフ
ティング、自転車、相撲、馬術、フェンシング、
バドミントン、ラグビーフットボール、スポーツク
ライミング、銃剣道、アーチェリー、カヌー、ボ
ウリング、なぎなた）

４月～３月

第１号議案
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参考事業（県補助事業（県スポ協実施））

指導者研修事業
有望な指導者を（公財）日本スポーツ協会等が実施
する研修会や講習会、又は個別研修に派遣する経費
に対し、補助を行う。

・（公財）日本スポーツ協会公認コーチ養
成講習会参加
・中央競技団体による研修会等参加

４月～３月
（県スポ協実施）

強化指定コーチ・トップコーチ
認定事業

優れた指導力を有する指導者を「強化指定コーチ」
に、その中から特に優れた指導者を「トップコーチ」に
認定。指導者が、より高い意識と使命感を持って指導
に取り組み、併せて、指導環境を充実させる。

・Ｒ３よりトップコーチを２２名認定。Ｒ４に
２名追加認定。

４月～３月

（３）佐賀国スポ指導者養成事業

取　組 R ５　取組内容 R ４　実施状況 実施時期

指導者招聘事業
国内外の優れた指導者を招聘し、一定期間又は複数
回にわたり、指導者や選手を対象とした講習会等を
実施する経費に対し補助を行う。

・各競技団体でトップアドバイザーを招
聘。
相撲：舛田守氏
アーチェリー：田畑隼剛氏、尹惠善氏
　　　　　　　　　　　　　　　　等　２９競技

４月～３月
（県スポ協実施）

（４）佐賀国スポトレーナー等養成事業

取　組 R ５　取組内容 R ４　実施状況 実施時期

スタッフ育成事業
スポーツトレーナー等を（公財）日本スポーツ協会等
が実施する専門の研修会や講習会、又は個別研修
に派遣する経費に対し、補助を行う。

・（公財）日本スポーツ協会公認アスレ
ティックトレーナー養成講習会
・日本スポーツ協会公認スポーツデン
ティスト養成講習会
・日本スポーツ協会公認スポーツドク
ター養成講習会　参加

４月～３月
（県スポ協実施）

（５）佐賀国スポ環境整備事業

取　組 R ５　取組内容 R ４　実施状況 実施時期

スポーツ
エリートアカデミー事業

○一流指導者等活用長期育成プログラム
・指導実績の高い指導者を、年間5回以上、佐賀に招
聘し、選手強化と指導者支援を充実

○専門家サポート活用・スタディツアープログラム
・動作解析、メンタル、医科学等専門家のサポートを
導入、全国大会等の視察による意識付け

〇一流指導者長期継続招聘事業
水泳、ヨット、サッカー、ホッケー、バレーボー
ル、体操、バスケットボール、レスリング、ソフ
トテニス、卓球、馬術、柔道、フェンシング、バ
ドミントン、ライフル射撃、剣道、ラグビー、ス
ポーツクライミング、クレー射撃、空手道、ボウ
リング、なぎなた
〇専門家サポート、スタディーツアー
水泳、ヨット、陸上、テニス、ホッケー、ボクシン
グ、体操、レスリング、自転車、ソフトテニス、
卓球、相撲、柔道、フェンシング、バドミントン、
剣道、ラグビー、スポーツクライミング、空手
道、なぎなた、トライアスロン

４月～３月

競技用具等購入事業
競技力向上に資する用具を計画的に整備し、各競技
団体の強化活動がより効率的かつ効果的に実施され
るよう支援する。

競技用具購入、競技団体への貸付。
・セーリング：ヨット（SS級、470級）
・ボート：ダブルスカル、スカルオール、舵手付
きフォア、スイープオール
・体操：あん馬、セフティ・マット
・自転車：トラック用自転車
・アーチェリー：ダネージュタイマーセット、ダ
ネージュタイマーディスプレイ
・ソフトボール：バッティングケージ、防球ネット
・フェンシング：アルミピスト
・ボクシング：スープリュームビジョン
・ライフル射撃：スキャット
・水泳：水球用エアードーム

必要に応じて

取　組 R ５　取組内容 R ４　実施状況 実施時期
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（１）会議等の開催

取　組 R５　取組内容 R４　実施状況 実施時期

パラスポーツ普及委員会の開
催

パラスポーツ普及に関する調査・決定を行う。
第１５回　６月７日（水）
第１６回　１２月８日（金）

６月・１２月

競技団体連絡会の開催 競技団体の普及に関する検討を行う。
第１回　５月１２日（木）開催
第２回　１月１６日（月）　開催

５月・１月

・団体競技11チーム
・個人競技5クラブ

４月～３月

全障スポ競技力向上事業

全障スポ正式競技の競技力向上を図るため、自
主大会を開催する。
ＳＡＧＡ２０２４におけるオープン競技候補種目の事
前大会運営経費を補助することでパラスポーツの
普及を図る。

・5大会の開催費を補助
①フットソフトボール　（12/１１実
施）
②バスケットボール男女
　　（2/10・11実施）
③バレーボール（精神）　（2/18実
施）
④サッカー　（2/19実施）
⑤グランドソフトボール（3/12実施
計画→雨天中止）

４月～３月

パラスポーツ環境整備事業
団体競技及び個人競技の未普及競技に取り組ん
でもらうため、特別支援学校等で購入された競技
用具の購入、買替や修繕費用の補助を行う。

・特別支援学校８校に用具購入を
補助。
・アーチェリー競技用具を購入調
整中。

４月～３月

交付式：１１月
練習会：
　１２月～３月

広報活動事業
大会の認知度向上を図り、選手発掘へとつなげる
ための広報を行う。

・パラスポーツに特化した情報を
発信できるよう、ホームページの
運用。
・選手募集のパンフレット・チラシ
の作成、配布。
・パラスポーツ動画の制作

４月～３月

選手育成事業
ＳＡＧＡ２０２４全障スポに出場が見込まれる選手を
育成指定選手として認定し、競技力の向上を図る
ための練習会を開催する。

・団体競技７競技１２１名、個人競
技７競技１５１名、計2７2名をＳＡＧ
Ａ２０２４育成指定選手として認定
し認定証・認定Tシャツを交付。
・認定選手対象のレベルアップ練
習会を開催した。（各競技２回程
度）

２．全国障害者スポーツ大会

（２）全国障害者スポーツ大会選手等育成強化事業

指導者養成事業

障がい者スポーツ指導員を養成するため、資格講
習会の受講料補助を行う。また、指導力向上を図
るため、団体競技の指導者を全国大会へ派遣す
る。

・障がい者スポーツ指導員養成講
習会受講者（初級：２４名）に受講
料を補助。
・第22回全国障害者スポーツ大会
（とちぎ大会）へ指導者５名派遣。

４月～３月

取　組 R５　取組内容 R４　実施状況 実施時期

選手発掘事業

体験教室等を開催し、競技の普及や選手の発掘
等を行い、ＳＡＧＡ２０２４全障スポにおいて、団体
競技の全競技種目出場及び個人競技での多くの
メダル獲得を目指すとともに、競技力の向上を図
る。

○体験教室の開催
・8競技を計27回実施、延べ約350
名参加（2月末時点）。
・天候不良等により2競技計2回中
止。
・今後、6競技計3回実施予定。
○体験ブースの出展
・10/23佐賀さいこうフェス
　2競技延べ125名体験。
・12/4障害者の主張大会
・1/7,8バルーナーズマッチデー
　1競技約100名体験。
○選手発掘協力依頼訪問実績
・障がい者団体や医療機関等、計
10か所訪問。
・各学校長会や市町会議にて協力
依頼。

４月～３月

競技活動支援事業
競技力の向上を図るため、団体・個人競技チーム
への活動費の支援を行う。
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ト

レ
ー

ナ
ー

等

養
 

成

環
境

整
備 競技用具等購入事業

運動部活動等設立支援事業

選手育成事業

計 556,666 471,352 85,314

国民体育大会 事業費

　 事務局費

選
手
強
化

環
境

整
備 パラスポーツ環境整備事業 1,331 830 501

　 事務局費 470 563 △ 93

3,011 2,003

全障スポ競技力向上事業

広報活動事業 2,995 4,614 △ 1,619

指
導

者
養
成 指導者養成事業 2,249 1,520 729

全国障害者
スポーツ大会

20,616 18,289 2,327

事業費

20,146 17,726 2,420

3,505 2,504 1,001

選手育成事業 3,881 3,703 178

選
手
育
成

選手発掘事業 1,171 1,544 △ 373

競技活動支援事業 5,014

11,330 41,097 △ 29,767

3,635 3,502 133

0 3,503 △ 3,503

2,272 1,482 790

指
導
者
養
成

7,281 4,226 3,055

33 20 13強化指定コーチ・トップコーチ認定事業

5,000 5,000 0

スポーツアドバイザー配置事業

25,500 20,113 5,387

スタッフ育成事業

指導者招聘事業

14,100 13,500 600

指導者研修事業

4,000 4,000 0強化企業チーム活動支援事業

佐賀県中学校体育連盟支援事業

37,383 35,261 2,122強化拠点校活動支援事業

60,000 46,500 13,500

強化拠点地域活動支援事業

強化指定選手認定事業

ジュニア・アスリート支援事業

7,046 3,966 3,080

3,300 3,500 △ 200

536,050 453,063 82,987

532,415 449,561

355,170 267,393 87,777

82,854

R４年度
現計予算額

比較（R5-R4）

雑収入 2 2 0 利息収入等

計 556,666 471,352 85,314

２　支　出 （単位：千円）

５　令和５年度収支予算（案）について
１　収　入 （単位：千円）

科　目 R５年度
当初予算額

R４年度
現計予算額

比較（R5-R4） 備　考

負担金 529,189 375,947 153,242 佐賀県負担金

大科目 小科目 事業名 R５年度
当初予算額

繰越金 27,475 95,403 △ 67,928 繰越金

第２号議案
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NO 性別 校名 新規 NO 性別 校名 新規

1 佐賀商業

2 佐賀学園

3 佐賀商業

4 佐賀学園

5 男

6 女

7 唐津東

8 唐津西

9 唐津東

10 唐津西

11 唐津西

12 唐津工業

13 女 唐津西

14 佐賀工業

15 鳥栖工業

16 佐賀北

17 佐賀清和

18 男 佐賀東

19 女 神埼

20 敬徳

21 佐賀商業 〇

22 鳥栖商業

23 佐賀商業

24 男

25 女

26 白石

27 高志館

28 白石

29 高志館

30 佐賀商業

31 佐賀学園

32 鳥栖商業

33 佐賀清和

34 男 鳥栖工業 1 男 鳥栖

35 女 鳥栖 2 鳥栖

3 田代

36 男 神埼清明

37 佐賀女子

38 佐賀北

39 佐賀東 4 男 成章

40 佐賀北 5 昭栄

41 佐賀北 6 城西

42 佐賀清和

43 鹿島

44 鳥栖工業

【　競技別　】

NO 競技 種目

高等学校 中学校

指定校 指定校

令和５年度佐賀県強化拠点校の設置（案）について

【テニス男子】早稲田佐賀から佐賀商業に変更　【カヌー女子】鳥栖工業から神埼に変更　【自転車女子】龍谷を追加

佐賀東

2 ﾎﾞｰﾄ

男

女

3 ｾｰﾘﾝｸﾞ
男

1 水泳

競泳

男

女

水球

6 ﾃﾆｽ

男

女

7 ﾎｯｹｰ

4 陸上

男

女

5 ｻｯｶｰ

10 体操

競技
女

新体操
女

伊万里実業

8 ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

男

女

9 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

男

女

11 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

男

女

女

12 ﾚｽﾘﾝｸﾞ 男

R５ 高等学校 〔指定校〕３１校１０１運動部（３２競技）

中学校 〔指定校〕９校１６運動部（５競技）

R４ 高等学校 〔指定校〕３２校１００運動部（３２競技）

中学校 〔指定校〕９校１６運動部（５競技）

第３号議案
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NO 性別 校名 新規 NO 性別 校名 新規

45 男

46 女

47 神埼清明 7 東原庠舎中央校

48 佐賀清和 8 神埼

49 神埼清明 9 東原庠舎中央校

50 佐賀清和 10 神埼

51 男

52 女 〇

53 嬉野

54 佐賀工業

55 嬉野

56 佐賀清和

57 敬徳

58 北陵

59 佐賀商業

60 敬徳

18 61 男 多久

62 佐賀商業

63 佐賀工業

64 佐賀商業

65 小城

66 男 牛津

67 鹿島

68 佐賀女子

69 男

70 女

71 男 唐津南

72 女 佐賀女子

73 武雄

74 鹿島

75 武雄 11 男 武雄青陵

76 鹿島 12 女 武雄青陵

77 男 佐賀学園

78 女 佐賀学園

79 敬徳 13 神埼

80 龍谷 14 大和

81 三養基 15 神埼

82 佐賀学園 16 大和

83 男

84 女

85 多久

86 佐賀工業

87 女 多久

88 男 佐賀農業

89 女 佐賀農業

90 佐賀東

91 龍谷

92 佐賀北

93 龍谷

94 男 高志館

95 女 高志館

96 神埼

97 鳥栖工業

98 神埼 〇

99 伊万里実業

100 牛津

101 佐賀東

NO 競技 種目

高等学校 中学校

指定校 指定校

男

女 女

15 自転車 龍谷

13 ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ 有田工業

14 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

男

相撲

19 柔道

男

女

20 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ
女

16 ｿﾌﾄﾃﾆｽ

男

女

17 卓球

男

女

24 ﾗｲﾌﾙ射撃

25 剣道

男 男

女 女

21 ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ 佐賀商業

22 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

23 弓道

男

女

28 銃剣道

29 空手道

男

女

26 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ 佐賀工業

27 ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ
男

32 なぎなた 女

30 ｱｰﾁｪﾘｰ

31 ｶﾇｰ

男

女
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NO 性別 競技 種目 新規

1 男 水泳 水球

2 女 水泳 水球

3 男

4 男

5 男

6 女

7 女

8 女 体操 新体操

9 男

10 女

11 女

12 男

13 女

14 男

15 女

16 男

17 女

5 鳥栖 18 女 体操 競技

19 男

20 女

21 男

22 女

23 女

24 男

25 女 〇

8 三養基 26 女

9 小城 27 女

28 男 ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

29 女 ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

30 男

31 女 弓道

12 唐津南 32 男

33 男

34 女

35 男

36 女

37 男

38 男

39 男

40 男

41 女 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

42 男

15 唐津工業 43 男

44 男

45 男 体操 競技

46 男 ﾚｽﾘﾝｸﾞ

47 男

48 男

49 女

3 唐津東

7

柔道

ｻｯｶｰ

神埼

陸上

有田工業

柔道

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

佐賀工業

ｶﾇｰ

剣道

空手道

鳥栖工業

NO 校名

1

なぎなた

空手道

佐賀東

2 佐賀北

陸上

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

14

17

高志館

ｾｰﾘﾝｸﾞ

16

唐津西

ｻｯｶｰ

【　学校別：高等学校　】

指定校

10 白石

ｶﾇｰ

ﾚｽﾘﾝｸﾞ

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

陸上

4

6 鹿島
弓道

弓道

11 武雄

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

13

ﾎﾞｰﾄ

ﾎﾞｰﾄ

ﾎﾞｰﾄ

ﾎﾞｰﾄ

ｾｰﾘﾝｸﾞ

ｾｰﾘﾝｸﾞ

弓道

ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ

ｱｰﾁｪﾘｰ

ｱｰﾁｪﾘｰ

ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ

ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸ

ｶﾇｰ
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NO 性別 競技 種目 新規

50 男

51 女 銃剣道

52 男 水泳 競泳

53 女 水泳 競泳

54 男 ﾃﾆｽ 〇

55 女 ﾃﾆｽ

56 男

57 女

58 男

59 女

60 男

61 女

62 女

63 女

64 女

65 男

66 女

67 男

68 女

69 男 体操 新体操

70 男

71 女

72 男

73 男

74 女

75 男

76 女

77 男

78 女 〇

79 男 剣道

80 男

81 女

82 女

83 女

84 女

85 男

86 女

87 女

88 女 体操 新体操

89 女

90 女

91 男 水泳 競泳

92 女 水泳 競泳

93 男

94 男

95 女

96 女

30 北陵 97 男

98 男

99 男

100 女

101 男

敬徳31

佐賀清和

19 佐賀商業

22

23 神埼清明

25 嬉野
ｿﾌﾄﾃﾆｽ

空手道

【　学校別：高等学校　】

指定校
校名

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

24

NO

26 龍谷

自転車

28 佐賀女子

剣道

剣道

ﾃﾆｽ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
佐賀学園

卓球

卓球

多久

鳥栖商業20

ﾗｲﾌﾙ射撃

ﾗｲﾌﾙ射撃

29

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

空手道

牛津

陸上

相撲

なぎなた

ｶﾇｰ

伊万里実業21

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

18 佐賀農業

ﾃﾆｽ

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ

ﾎｯｹｰ

ﾎｯｹｰ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

自転車

27

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

卓球

卓球

銃剣道

柔道

柔道

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

ｿﾌﾄﾃﾆｽ

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ
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NO 性別 競技 種目 新規

1 男

2 女

2 成章 3 男

3 昭栄 4 女

4 城西 5 女

6 男 体操 競技

7 女 体操 競技

6 田代 8 女 体操 競技

9 男

10 女

11 男 剣道

12 女

13 男 剣道

14 女

15 男 弓道

16 女

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

8 大和

【　学校別：中学校　】

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

NO 校名

7

5

神埼

鳥栖

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

指定校

1 東原庠舎中央校
ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

9 武雄青陵
弓道

剣道

剣道
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　R４拠点地域　２８クラブ　　　　　　　R５拠点地域　２８クラブ

NO 競技（種目）名 クラブ名 性別 活動地域 新規

1 水泳（飛込） 佐賀ダイビングクラブ 男・女 佐賀市

2 水泳（水球） 佐賀水球クラブ 男 佐賀市

3 ヨット 玄海セーリングクラブ 男・女 唐津市

4 サガン鳥栖　Ｕ－１５ 男 鳥栖市

5 みやきなでしこクラブ 女 みやき町

6 ホッケー 伊万里ホッケークラブ 男・女 伊万里市

7 バレーボール 唐津ビーチバレークラブ 男・女 唐津市

8 体操（新体操） 神埼ジュニア新体操クラブ 男 神埼市

9 体操（新体操） かささぎＲＧ 女 佐賀市

10 鳥栖レスリングクラブ 男・女 鳥栖市

11 鹿島レスリングクラブ 男・女 鹿島市

12 ウエイトリフティング 佐賀ウエイトリフティングクラブ 男・女 佐賀市

13 自転車 タケオサイクリングクラブ 男・女 武雄市 ※クラブ名変更

14 相撲 北方相撲クラブ 男 武雄市

15 馬術 チームひがしせふり 男・女 吉野ヶ里町

16 馬術 佐賀ジュニア乗馬クラブ 男・女 佐賀市

17 フェンシング 佐賀ジュニアフェンシングクラブ 男・女 佐賀市

18 佐賀サンライズバドミントンクラブ 男・女 佐賀市

19 ＢＳＭ 男・女 唐津市

20 ラグビーフットボール 佐賀ウイメンズラグビーフットボールクラブ 女 佐賀市

21 スポーツクライミング 佐賀ユースクライミングクラブ 男・女 多久市

22 銃剣道 大河塾 男・女 大町町

23 佐賀ジュニアアーチェリークラブ 男・女 佐賀市

24 唐津ジュニアアーチェリークラブ 男・女 唐津市

25 カヌー 神埼ジュニアカヌークラブ 男・女 神埼市

26 ボウリング 佐賀ジュニアボウリングクラブ 男・女 佐賀市

27 嬉野なぎなたクラブ 女 嬉野市

28 佐賀東ジュニアなぎなたクラブ 女 佐賀市

令和５年度佐賀県強化拠点地域の設置（案）について

※自転車のタケオサイクリングクラブは、佐賀県競輪選手愛好会より名称変更

なぎなた

アーチェリー

サッカー

レスリング

バドミントン

第４号議案
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NO 競技名 チーム名 企業名

1 バレーボール（女子） 久光スプリングス
SAGAスプリングス
久光株式会社

2 ハンドボール（男子） トヨタ紡織九州レッドトルネード トヨタ紡織九州株式会社

3 ソフトボール（男子） ダイワアクト 大和産業株式会社

4 バスケットボール（女子） 医療法人ひらまつ病院

5 軟式野球（男子） 医療法人ひらまつ病院

6 ソフトボール（女子） ひらまつ病院SAGA ALL STARS

医療法人ひらまつ病院
（系列企業含む）

令和５年度佐賀県強化企業チームの設置（案）について

Ｒ４企業チーム ６チーム Ｒ５企業チーム ６チーム

第５号議案
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第６号議案 

 

佐賀県強化指定コーチ・トップコーチの追加認定（案）について 

 

佐賀県強化指定コーチ・トップコーチ認定事業 実施要領  

 
１ 目的 

 

   佐賀県競技力向上推進本部（以下「推進本部」という。）は、第７８回国民

スポーツ大会において、県民の期待に応え、佐賀らしい戦い方で開催県とし

てふさわしい成績を収めるとともに、大会終了後も安定した競技力が維持さ

れることを目指して、「佐賀県競技力向上基本計画 Ver.1.0」第３章-２-(３)-

①-オに基づき、専門競技種目において優れた指導力を有する指導者を「強化

指定コーチ」に、その中から、特に選手強化全般を統括する指導者を「トッ

プコーチ」に認定することにより、指導者がより高い意識と使命感を持って

指導に取り組み、併せて、指導環境をさらに充実させることで、競技力の向

上を図る。 

  

２ 事業内容 

 

（１）「強化指定コーチ」・「トップコーチ」の認定及び認定証の交付 

（２）所属先等への協力依頼 

 

３ 選定方法 

 

（１）強化指定コーチ 
専門競技種目において優れた指導力を有し、佐賀国スポにおいて各種 

別の監督・コーチとして指導にあたる者の中から競技団体が推薦。 
 

（２）トップコーチ 
強化指定コーチの中から、特に優れた指導実績を有する者で、選手強  

化全般を統括する指導者を推進本部が認定。 

 
４ 指定期間 

 

指定期間は、原則として令和６年度までとする。ただし、本人の事情や競 

技団体の意向等により短縮することがある。 
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ＮＯ 氏 名 所 属 主な実績

1 中 山 英 弘 唐津土建工業（株） R4国体 3位
R4全国総体 3位

2 森 泰 一 太閤テニスクラブ R4国体 6位

3 岩 本 真 典 トヨタ紡織九州レッドトルネード R4国体 3位

4 井 手 崇 裕 佐賀県立武雄高等学校 R4国体 3位

5 山 本 史 子 佐賀県立金立特別支援学校 R4国体 7位

ＮＯ 氏 名 所 属

1 （競泳） 阿 世 賀 紀 光 佐賀学園高等学校
2 （飛込） 原 口 進 也 佐賀県立盲学校
3 宮 谷 康 裕 佐賀県立唐津特別支援学校
4 丸 小 野 仁 之 佐賀県立佐賀工業高等学校
5 仙 名 洋 一 佐賀県立伊万里特別支援学校
6 前 田 真 一 佐賀県立高志館高等学校
7 野 中 健 志 佐賀清和高等学校
8 （競技） 龍 富 貴 夫 佐賀県立鳥栖高等学校
9 （新体操） 中 山 智 浩 佐賀県立神埼清明高等学校
10 小 柴 健 二 佐賀県立鳥栖工業高等学校
11 江 田 弘 佐賀県自転車競技連盟
12 古 賀 勝 己 ホースランドひがしせふり
13 原 田 堅 一 原田総合事務所
14 津 上 さ お り 佐賀女子高等学校
15 野 本 尚 子 佐賀県立佐賀商業高等学校
16 姉 川 新 唐津県税事務所
17 八 坂 嘉 博 佐賀県立三養基高等学校
18 小 城 博 佐賀県教育委員会保健体育課
19 樋 口 義 朗 佐賀県立多久高等学校
20 河 合 大 地 自衛隊佐賀地方協力本部
21 打 越 大 輔 佐賀県立唐津東中学校
22 園 田 里 志 佐賀県立神埼高等学校
23 北 古 賀 孝 夫 株式会社エィ・ティ・ジー
24 野 口 み や 子 佐賀県立ろう学校

テニス
ハンドボール
弓道
空手道

ホッケー

【令和５年度追加】 ５名
競技名

セーリング

ボウリング
なぎなた

柔道
ソフトボール
フェンシング
ライフル射撃
剣道
ラグビーフットボール

佐賀県トップコーチ（案）

スポーツクライミング
銃剣道
アーチェリー
カヌー

ボクシング
バレーボール

体操

レスリング
自転車
馬術

≪参考≫
【令和４年度認定】 ２４名

競技名

水泳

ボート
陸上
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競泳
水球
飛込

2 2 5
3 6 6
4 4 6
5 6 6
6 5 4
7 5 6
8 5 6

６人制
ビーチ
競技
新体操
トランポリン

11 4 4
12 3 5
13 5 6
14 1 6
15 3 3
16 6 6
17 4 4
18 0 0
19 4 4
20 2 2
21 5 6
22 3 3
23 1 0
24 0 4
25 3 4
26 4 4
27 6 6
28 6 6
29 4 6
30 1 3
31 0 0
32 0 0
33 6 5
34 5 5
35 5 5
36 5 4
37 0 0
38 4 4
39 2 2
40 0 0
41 0 0

145 168
0

合 計

7

4
72

1
4

1
1
2
6
4
6

5
5

トライアスロン 0
合 計

令和４年度認定

強化指定コーチ 計
4

6

アイスホッケー 2
ゴルフ 0

2
0

ボウリング 0
なぎなた 4

0
4

アーチェリー 5
カヌー 4

空手道 5
スキー 5

6
5

スケート 0
クレー射撃 0

0
0

スポーツクライミング 6
銃剣道 3

4
1

剣道 6
ラグビーフットボール 6

6
6

弓道 4
ライフル射撃 4

3
4

フェンシング 0
バドミントン 4

1
0

柔道 6
ソフトボール 3

5
3

相撲 4
馬術 2

4
2

卓球 4
軟式野球 0

4
0

自転車 3
ソフトテニス 6

3
6

ウエイトリフティング 6
ハンドボール 6

5
1

1
バスケットボール 4
レスリング 53

陸上 6
サッカー 6

8

10 体操
4

83

ボクシング 6

9 バレーボール 8

5

7

※トップコーチの人数は含まない。

強化指定コーチ認定状況競技別一覧
令和５年度認定

競技 強化指定コーチ 計

ボート 5
セーリング 6

1 水泳
4

61
1

テニス 4
ホッケー 6

5
5
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